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杜
甫
、
七
一

ニ
ー
七
七
二
、
唐
の
時
の
人
で
こ
の
詩
は
、
 
（
七
五
七
）
 

に
長
安
が
安
〇
山
手
に
お
ち
杜
甫
が
賊
中
で

伊
虜
の
生
活
を
し

て
い
た
時

の
作
と
い
わ
れ
、

芭
蕉
は
早
く
か
ら
杜
甫
に
傾
倒
し
、
 
「
杜
甫
詩
集
」
を

座
右
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
 

「
奥
の
細
道
」
の
平
泉
の
条
に
、

国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し

て

草
青
み
ど
り
、
笠
打
ち
敷
き

て
、
時
の
う
つ
る
ま
で
涙
を
落
と
し
は
べ
り

ぬ
、
夏
草
や
つ
わ
も
の
ど

も
が
夢
の
跡
と
記
し
て
い
る
の
は
有
名
で
あ
る
。
 

杜
甫
は
聖
詩
、

李
白
は
仙
詩
と
称
さ
れ
中
国
の
古
今
を
通
じ

て
の
大
詩

人
で
あ
る
。
杜
甫
の
春
望
の
詩
、
 
「
浅
学
で
白
文
は
讃
め
ぬ
た
め
、

日
本

語
に
訳
さ
れ
た
本
を

手
に
し
た
の
は
敗
戦
二
・
三
年
後
で
あ
る
。」
 

敗
戦
の
あ
と
 

「
昭
和
二
十
四

年
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
、
昭
和
二
十
五
年
朝
鮮
動

乱
起
る
」
国
内
的
に

も
昭
和
二
十
四
年
三
鷹
電
暴
走
事
件
、
下
山
事
件
、
 

昭
和
二
十
五
年
警

察
予
備
隊
の
発
足
、
昭
和
二
十
六
年
日
米
安
全
保
障
条

約
に
調
印
、
昭
和
二
十
七
年
皇
居
前
広
場
に
メ
ー
デ
ー
流
血
事
件
あ
り
の

騒
乱
の
時
期
で
あ
り
ま
す
。
津
軽
地
方
も
農
地
改
革
に
よ
り
地
主
の
没
落

が
あ
り
。
 

私
の
宅
地
前
の
路
地
の
南
側
に
斉
藤
製
米
所
の
板
蔵
が
あ

る
、
こ
れ
は

敗
戦
後
、
農
地
改
革
で
農
地
を
失
い
年
貢
米
が
入
ら

な
く
な
っ
た
、
旧
金

木
の
地
主
よ
り
米

二
俵
で
買
っ
て
建
て
ら
れ
た
蔵
で
あ
り
ま
す
。
 

満
蒙
開
拓
地
の
敗
戦
の
間
際
に
ご
主
人
は
軍
に
召
集
さ
れ
残
る
老
母
の

死
、
妻
と
子
は
戦
地
の
広
野
を
死
生

の
境
を
紡
復
う
っ

て
漸
く
に
津
軽
の
 

人
が
自
ら
命
を
絶
つ
、
説
得
さ
れ
て
よ
う
や
く
、
師
団
は
矛
を
収
め
た
と

言
う
。
 

日
本
軍
も
ソ
連
軍
も
多
数
の
戦
死
者
が
で
る
。
 こ
の
激
戦
に
て
中
里
の

田
中
戦
死
さ
れ

る
。
 そ
の
後
、
ソ
連
軍
に
強
く
抵
抗
し
た
罪
に
よ
り
シ
ベ

リ
ヤ
の
最
奥
地
に
師
団
が
連
行
さ
れ
、
満
三
カ
年
伐
採
に
抑
留
さ
れ
る
。
 

最
初
一
年
間
は

空
腹
と
寒
さ
と
疲
労
に
依
り
朝
起
き
て
見
る
と
死
ん
で
い

る
こ
と
が
屡
々
で
あ
る
、
山
の
現
場
へ
往
復
も
死
に
に
行
く
状
態
で
あ
る
。
 

作
業
中
に
も
又
朴
れ
る
。
平
川
さ
ん
と
二
人
一
緒
で

「
両
方
に
柄
の
あ
る

大
き
な
の
こ
ぎ
り
」
両
方
に
分
れ
て
押
し
た
り
引
い
た
り
し
て
木
を
切
っ

て
い
る
相
棒
の
岩
手
県
出
身
の
田
代
が
午
後
は
自
分
「
田
代
」
が
平
川
氏

の
方
に
回
っ
て
、
の
こ
ぎ
り
を
す
る
と
ーー
み加
て
交
代
し
た
直
後
に
、
他
の

人
の
切
っ

て
い
る
大
木
が
倒
れ
て
き
て
下
敷
と
な
っ
て
即
死
す
る
。
 

遠
い
シ
ベ
リ
ヤ
で
次
々
に
発
れ
行
く
姿
は
明
日
は
我
が
身
と
思
う
時
、
 

唯
、
腹
一
ぱ

い
白
い
ご
飯
を
食
べ

て
、
死
に
た
い
と
思
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
今
朝
も
仲
間
の

一
人
が
死
ん
で
い
る
、
誰
れ
も
知
ら
ぬ
睡
眠
中
の

夜
中
の
こ
と
で
あ
る
、
シ
ベ
リ
ヤ
の
朝
は
零
下
四
十
度
近
く
な
る
と
寒
気

で
痛
く
な
る
と
い
わ
れ
る
、
静
寂
の
朝
の
寒
さ
は
鳥
や
獣
の
鳴
き
声
も
な

く
作
業
に
向
う
自
分
等
の
足
音
だ
け
が
ザ
ク
ザ
ク
と
鳴
る
だ
け
で
あ
る
と

い
う
。
 

シ
ベ
リ
ヤ
に
も
暖
い
春
が
き
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
栄
養
失
調
で
身
体

は
弱
っ
て
行
く
者
が
多
く
出
る
。
 や
が
て
草
の
芽
が
出
、

ヘ
ビ
も
伺
う
、
 

ネ
ズ
ミ
も
走
る
、
キ
ノ
コ
が
育
っ
て
き
た
、
こ
れ
ら
の
物
を
堪
え
た
飢
え

腹
に
焼
え
て
食
べ
煮
て
は
食
べ

一
気
に
満
ぱ
い
に
詰
め
込
む
。
 
 

ふ
る
里
に
着
く
も
先
に

復
員
さ
れ
た
ご
主
人
、
住
む
家
と

て
な
く
親
戚
の

畿
彫
の
か
た
わ
ら
で
遠
い
満
洲
の
我
が
家
族
を
憂
心
の
あ

ま
り
に
酒

「
家

庭
用
の
ど
ぷ
ろ
く
（
密
造
酒
）
」
に
浸
り
体
を
害
し

て
し
ま
わ
て
た
人
も
い

る
。
 

敗
戦
を
知
ら
ず
に
孤
立
無
援
の
戦
い
 

私
と
小
学
校
同
級
生
で

あ
る
平
川
信
長
は
昭
和
二
十
年
二

月
旧
金
木
町

白
川
清
太
郎
、
中
里
町
田
中
、

大
石
、
武
田
村
阿
部
敏
光
（
現

茨
城
県
鹿

島
市
在
中
）
、
小
泊
村
加
藤
（
現
札
幌
市
在
中

）
等
と
盛
岡
入
隊

す
る
と

速
時
に
ハ
ル
ピ
ソ
に
渡
り
初
年
兵
の
第
一
期
、
第
二
期
の
六
カ

月
間
チ
チ

ハ
ル
で
猛
特
訓
を
受
け
検
閲
を
終
了
し
て
、
三
三
九
部
隊
所
属
と
な
り
直

後
に
ソ
連
軍
の
猛
爆
撃
受
け

山
中
に
潜
み
な
が
ら

の
戦
い
が
績
き
ま
す
。
 

日
本
の
敗
戦
と
な
る
も
、

敗
戦
と
は
知
ら
ず
そ
の
後
二
十
日
間
、

ソ
連
軍

と
の
死
闘
を
繰
り
か
え
し

て
い
た
と
い
う
。
 

ソ
連
航
空
機
の
屡
々
の
日
本
敗
戦
の
チ
ラ
ス
の
ぱ
ら

撒
き
は
あ
っ

た
。
 

け
れ
ど
も
、
皇
国
日
本
の
必
勝
を
信
じ
て
い
た
兵
は
誰
れ

一
人
と
し
て
敗

戦
を
信
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
 

山
岳
地
帯
を
さ
ま
よ
い
孤
立
無
援
と
な
っ
た
師
団
に
関
東
軍
司
令
部
か

ら
の
終
戦
の
報
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
す
で
に
満
洲
各
地
で
は
日
本

軍
の
武
装
解
除
が
行
わ
れ

て
お
り
、
ソ
連
軍
は
師
団
規
模
の
部
隊
の
出
現

に
驚
き
直
ち
に
関
東
軍
司
令
部
に
対
し
て
師
団
を
停
戦
さ
せ
る
よ

う
要
請

し
、
関
東
軍
参
謀
を
派

遺
さ
れ
て
二
日
間
の
捜
索
の
末
に
よ

う
や
く
師
団

に
接
触
さ
れ
参
謀
等
が
敗
戦
を
伝
え
る
も
信
じ
る
に
至
ら
ず
、
参
謀
の
一
 

さ
ァ
ー
大
変
で
あ
る
。
下
痢
が
績
発
す
る
こ
と
に
な
る
、
栄
養
失
調
の

身
に
は
忽
ち
の
内
に
重
病
に
な
り
死
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
 

シ
ベ
リ
ヤ
に
来
て
一
年
足
ら
ず
で
千
五
百
人

（
平川
さ
ん
等
の
収
容
所
）
 

の
内
、
半
数
近
い
七
百
人
の
死
去
、
あ
と
に
残
っ
た
者
も
病
弱
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
状
態
に
な
っ
て
は
ソ
連
人
が
「
ダ

ワ
ェ
、
ダ
ワ
ェ

（働
け
、
 

働
け
）」
と
叫
ぷ
と
も
伐
採
の
ノ
ル
マ
が
達
成
さ
れ
る
筈
が
な
い
。
 

そ
の
後
、
ソ
連
の
上
位
人
と
元
日
本
軍
将
校
は
平
川
さ
ん
の
収
容
所
よ

り
姿
が
消
え
た
の
で
あ
る
。
 

噂
に
よ
る
と
食
糧
の
横
流
し
と
、
ノ
ル
マ
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
又

日
本
の
将
校
等
は
戦
犯
の
容
疑
で
は
な
い
か
と
も
言
れ
た
。
 

そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
徐
々
に
で
は
あ
る
が
食
糧
の
状
況
は
良
く
な
っ

て
来
ま
し
た
が
、
シ
ベ
リ
ヤ
で
の
重
労
働
の
伐
採
作
業
が
、
く
る
日
も
、
 

く
る
日
も
績
く
、
作
業
の
往
来
も
又
骨
と
皮
の
身
に
織
う
ポ

ロ
の
兵
服
と

帽
子
が
手
足
つ
け
て
歩
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
 

風
の
あ
る
日
は
風
に
煽
ら
れ
、
ふ
わ
り
、
ふ
わ
り
と
大
樹
の
薄
暗
い
中

で
伐
採
す
る
姿
は
こ
の
世
と
思
わ
れ
ぬ
幻
想
的
に
ソ
連
人
に

本
瞬
し
い
と

思
っ
て
か
、
人
指
し
指
を
口
に
あ
て
「
秘
密
を
示
す
」
 
近
い内
に
 
「
ヤ
パ

ン

（
日
本
人
）
ダ
モ
イ
、
ダ
モ
イ
（
帰
れ
る
、
帰
れ
る
）」
頑
張
れ
よ

と
告

げ
て
く
れ
る
。
 「
伐
採
作
業
の
指
揮
は
民
間
人
。
収
容
所
は
軍
人
監
視
」
 

初
秋
と
な
り
、
風
が
痩
せ
細
っ
た
肌
に
惨
み
込
ん

で
く
る
。
 こ
れ
か
ら

の
シ
ベ
リ
ヤ
の
寒
い
冬
を
越
せ
る
だ
ろ
う
か
と
眠
れ
ぬ
夜
も
あ
る
。
 

そ
れ
か
ら
数
日
に
し

て
ダ
モ
イ
の
「
帰
れ
る
」
 
日
が
来た
が
、
実
感
が

浮
び
上
っ
て
き
た
の
は
日
本
の
興
安
丸
に
乗
り
ナ
ホ
ト
カ
港
を
出
航
さ
れ
 

人
が
自
ら
命
を
絶
つ
、
説
得
さ
れ
て
よ
う
や
く
、
師
団
は
矛
を
収
め
た
と

言
う
。日
本
軍
も
ソ
連
軍
も
多
数
の
戦
死
者
が
で
る
。
こ
の
激
戦
に
て
中
里
の

田
中
戦
死
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
ソ
連
軍
に
強
く
抵
抗
し
た
罪
に
よ
り
シ
ベ

リ
ヤ
の
最
奥
地
に
師
団
が
連
行
さ
れ
、
満
三
ヵ
年
伐
採
に
抑
留
さ
れ
る
。

最
初
一
年
間
は
空
腹
と
寒
さ
と
疲
労
に
依
り
朝
起
き
て
見
る
と
死
ん
で
い

る
こ
と
が
屡
々
で
あ
る
、
山
の
現
場
へ
往
復
も
死
に
に
行
く
状
態
で
あ
る
。

作
業
中
に
も
又
什
れ
る
。
平
川
さ
ん
と
二
人
一
緒
で
「
両
方
に
柄
の
あ
る

大
き
な
の
こ
ぎ
り
」
両
方
に
分
れ
て
押
し
た
り
引
い
た
り
し
て
木
を
切
っ

て
い
る
相
棒
の
岩
手
県
出
身
の
田
代
が
午
後
は
自
分
「
田
代
」
が
平
川
氏

の
方
に
回
っ
て
、
の
こ
ぎ
り
を
す
る
と
一
房
て
交
代
し
た
直
後
に
、
他
の

人
の
切
っ
て
い
る
大
木
が
倒
れ
て
き
て
下
敷
と
な
っ
て
即
死
す
る
。

遠
い
シ
ベ
リ
ヤ
で
次
々
に
姥
れ
行
く
姿
は
明
日
は
我
が
身
と
思
う
時
、

唯
、
腹
一
ぱ
い
白
い
ご
飯
を
食
べ
て
、
死
に
た
い
と
思
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
今
朝
も
仲
間
の
一
人
が
死
ん
で
い
る
、
誰
れ
も
知
ら
ぬ
睡
眠
中
の

夜
中
の
こ
と
で
あ
る
、
シ
ベ
リ
ヤ
の
朝
は
零
下
四
十
度
近
く
な
る
と
寒
気

で
痛
く
な
る
と
い
わ
れ
る
、
静
寂
の
朝
の
寒
さ
は
烏
や
獣
の
鳴
き
声
も
な

く
作
業
に
向
う
自
分
等
の
足
音
だ
け
が
ザ
ク
ザ
ク
と
鳴
る
だ
け
で
あ
る
と

い
畠
ノ
。シ

ベ
リ
ヤ
に
も
暖
い
春
が
き
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
栄
養
失
調
で
身
体

は
弱
っ
て
行
く
者
が
多
く
出
る
。
や
が
て
草
の
芽
が
出
、
ヘ
ビ
も
飼
う
、

ネ
ズ
ミ
も
走
る
、
キ
ノ
コ
が
育
っ
て
き
た
、
こ
れ
ら
の
物
を
堪
え
た
飢
え

腹
に
焼
え
て
食
べ
煮
て
は
食
べ
一
気
に
満
ぱ
い
に
詰
め
込
む
。

杜
甫
、
七
一
二
－
七
七
二
、
唐
の
時
の
人
で
こ
の
詩
は
、
（
七
五
七
）

に
長
安
が
安
○
山
手
に
お
ち
杜
甫
が
賊
中
で
俘
虜
の
生
活
を
し
て
い
た
時

の
作
と
い
わ
れ
、
芭
蕉
は
早
く
か
ら
杜
甫
に
傾
倒
し
、
「
杜
甫
詩
集
」
を

座
右
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
奥
の
細
道
」
の
平
泉
の
条
に
、
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て

草
青
み
ど
り
、
笠
打
ち
敷
き
て
、
時
の
う
つ
る
ま
で
涙
を
落
と
し
は
ゞ
へ
り

ぬ
、
夏
草
や
つ
わ
も
の
ど
も
が
夢
の
跡
と
記
し
て
い
る
の
は
有
名
で
あ
る
。

杜
甫
は
聖
詩
、
李
白
は
仙
詩
と
称
さ
れ
中
国
の
古
今
を
通
じ
て
の
大
詩

人
で
あ
る
。
杜
甫
の
春
望
の
詩
、
「
浅
学
で
白
文
は
讃
め
い
た
め
、
日
本

語
に
訳
さ
れ
た
本
を
手
に
し
た
の
は
敗
戦
二
・
三
年
後
で
あ
る
。
」

「
昭
和
二
十
四
年
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
、
昭
和
二
十
五
年
朝
鮮
動

乱
起
る
」
国
内
的
に
も
昭
和
二
十
四
年
三
鷹
電
暴
走
事
件
、
下
山
事
件
、

昭
和
二
十
五
年
警
察
予
備
隊
の
発
足
、
昭
和
二
十
六
年
日
米
安
全
保
障
条

約
に
調
印
、
昭
和
二
十
七
年
皇
居
前
広
場
に
メ
ー
デ
ー
流
血
事
件
あ
り
の

騒
乱
の
時
期
で
あ
り
ま
す
。
津
軽
地
方
も
農
地
改
革
に
よ
り
地
主
の
没
落

が
あ
り
。

私
の
宅
地
前
の
路
地
の
南
側
に
斉
藤
製
米
所
の
板
蔵
が
あ
る
、
こ
れ
は

敗
戦
後
、
農
地
改
革
で
農
地
を
失
い
年
貢
米
が
入
ら
な
く
な
っ
た
、
旧
金

木
の
地
主
よ
り
米
二
俵
で
買
っ
て
建
て
ら
れ
た
蔵
で
あ
り
ま
す
。

満
蒙
開
拓
地
の
敗
戦
の
間
際
に
ご
主
人
は
軍
に
召
集
さ
れ
残
る
老
母
の

さ
ま
よ

死
、
妻
と
子
は
戦
地
の
広
野
を
死
生
の
境
を
紡
僅
う
っ
て
漸
く
に
津
軽
の

敗
戦
の
あ
と

ふ
る
里
に
着
く
も
先
に
復
員
さ
れ
た
ご
主
人
、
住
む
家
と
て
な
く
親
戚
の

と
ま
や

苫
屋
の
か
た
わ
ら
で
遠
い
満
洲
の
我
が
家
族
を
憂
心
の
あ
ま
り
に
酒
「
家

つ

庭
用
の
ど
ぶ
ろ
く
（
密
造
酒
こ
に
浸
り
体
を
害
し
て
し
ま
わ
で
た
人
も
い

ブ
（
》
○

さ
ア
ー
大
変
で
あ
る
。
下
痢
が
續
発
す
る
こ
と
に
な
る
、
栄
養
失
調
の

身
に
は
忽
ち
の
内
に
重
病
に
な
り
死
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ヤ
に
来
て
一
年
足
ら
ず
で
千
五
百
人
（
平
川
さ
ん
等
の
収
容
所
）

の
内
、
半
数
近
い
七
百
人
の
死
去
、
あ
と
に
残
っ
た
者
も
病
弱
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
状
態
に
な
っ
て
は
ソ
連
人
が
「
ダ
ワ
エ
、
ダ
ワ
エ
（
働
け
、

働
け
こ
と
叫
ぶ
と
も
伐
採
の
ノ
ル
マ
が
達
成
さ
れ
る
筈
が
な
い
。

そ
の
後
、
ソ
連
の
上
位
人
と
元
日
本
軍
将
校
は
平
川
さ
ん
の
収
容
所
よ

り
姿
が
消
え
た
の
で
あ
る
。

噂
に
よ
る
と
食
糧
の
横
流
し
と
、
ノ
ル
マ
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
又

・
４
釦
ｖ
，
秒
ご

日
本
の
将
校
等
は
戦
犯
の
容
疑
で
は
な
い
か
と
も
言
れ
た
。

そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
徐
々
に
で
は
あ
る
が
食
糧
の
状
況
は
良
く
な
っ

て
来
ま
し
た
が
、
シ
ベ
リ
ヤ
で
の
重
労
働
の
伐
採
作
業
が
、
く
る
日
も
、

ま
と

く
る
日
も
續
く
、
作
業
の
往
来
も
又
骨
と
皮
の
身
に
線
う
ポ
ロ
の
兵
服
と

帽
子
が
手
足
つ
け
て
歩
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

風
の
あ
る
日
は
風
に
煽
ら
れ
、
ふ
わ
り
、
ふ
わ
り
と
大
樹
の
薄
暗
い
中

イ
タ
マ

で
伐
採
す
る
姿
は
こ
の
世
と
思
わ
れ
ぬ
幻
想
的
に
ソ
連
人
に
も
惨
し
い
と

思
っ
て
か
、
人
指
し
指
を
口
に
あ
て
「
秘
密
を
示
す
」
近
い
内
に
「
ヤ
パ

ン
（
日
本
人
）
ダ
モ
ィ
、
ダ
モ
ィ
（
帰
れ
る
、
帰
れ
る
こ
頑
張
れ
よ
と
告

げ
て
く
れ
る
。
「
伐
採
作
業
の
指
揮
は
民
間
人
。
収
容
所
は
軍
人
監
視
」

初
秋
と
な
り
、
風
が
痩
せ
細
っ
た
肌
に
惨
み
込
ん
で
く
る
。
こ
れ
か
ら

の
シ
ベ
リ
ヤ
の
寒
い
冬
を
越
せ
る
だ
ろ
う
か
と
眠
れ
ぬ
夜
も
あ
る
。

そ
れ
か
ら
数
日
に
し
て
ダ
モ
イ
の
「
帰
れ
る
」
日
が
来
た
が
、
実
感
が

浮
び
上
っ
て
き
た
の
は
日
本
の
興
安
丸
に
乗
り
ナ
ホ
ト
カ
港
を
出
航
さ
れ

私
と
小
学
校
同
級
生
で
あ
る
平
川
信
長
は
昭
和
二
十
年
二
月
旧
金
木
町

白
川
清
太
郎
、
中
里
町
田
中
、
大
石
、
武
田
村
阿
部
敏
光
（
現
茨
城
県
鹿

島
市
在
中
）
、
小
泊
村
加
藤
（
現
札
幌
市
在
中
）
等
と
盛
岡
入
隊
す
る
と

速
時
に
ハ
ル
ピ
ソ
に
渡
り
初
年
兵
の
第
一
期
、
第
二
期
の
六
ヵ
月
間
チ
チ

ハ
ル
で
猛
特
訓
を
受
け
検
閲
を
終
了
し
て
、
三
三
九
部
隊
所
属
と
な
り
直

後
に
ソ
連
軍
の
猛
爆
鑿
受
け
山
中
に
潜
み
な
が
ら
の
戦
い
が
續
き
ま
す
。

日
本
の
敗
戦
と
な
る
も
、
敗
戦
と
は
知
ら
ず
そ
の
後
二
十
日
間
、
ソ
連
軍

と
の
死
闘
を
繰
り
か
え
し
て
い
た
と
い
う
。

ソ
連
航
空
機
の
屡
々
の
日
本
敗
戦
の
チ
ラ
ス
の
ば
ら
撒
き
は
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
皇
国
日
本
の
必
勝
を
信
じ
て
い
た
兵
は
誰
れ
一
人
と
し
て
敗

戦
を
信
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

山
岳
地
帯
を
さ
ま
よ
い
孤
立
無
援
と
な
っ
た
師
団
に
関
東
軍
司
令
部
か

ら
の
終
戦
の
報
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
す
で
に
満
洲
各
地
で
は
日
本

軍
の
武
装
解
除
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ソ
連
軍
は
師
団
規
模
の
部
隊
の
出
現

に
驚
き
直
ち
に
関
東
軍
司
令
部
に
対
し
て
師
団
を
停
戦
さ
せ
る
よ
う
要
請

し
、
関
東
軍
参
謀
を
派
遣
さ
れ
て
二
日
間
の
捜
索
の
末
に
よ
う
や
く
師
団

に
接
触
さ
れ
参
謀
等
が
敗
戦
を
伝
え
る
も
信
じ
る
に
至
ら
ず
、
参
謀
の
一

敗
戦
を
知
ら
ず
に
孤
立
無
援
の
戦
い
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洋
海
に
出
て
暫
く
、
時
が
立
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

此
れ
ま
で
何
度
と
な
く
ダ
モ
イ
に
欺
か
れ
、
皇
国
日
本
の
軍
人
と
し
て
 

の
誇
り
も
砕
か
れ
、
山
の
中
で
の
敗
戦
、
餓
鬼
道
に
落
ち
た
亡
者
に
も
似
 

た
三
年
間
の
捕
虜
生
活
と
の
サ
ョ
ナ
ラ
で
あ
る
。
 

祖
国
日
本
に
帰
れ
る
こ
れ
か
ら
の
思
い
と
過
去
の
シ
ベ
リ
ヤ
の
思
い
が
 

交
差
と
な
っ
て
涙
が
溢
れ
止
ま
ら
な
い
ダ
モ
イ
、
ダ
モ
イ
と
言
っ
て
肩
を
 

た
た
く
仲
間
の
顔
も
溢
れ
て
い
た
。
 

そ
れ
に
て
も
捕
虜
と
し
て
収
容
所
に
入
っ
た
時
は
千
五
百
人
で
あ
っ
た
 

の
が
興
安
丸
に
乗
り
帰
れ
た
の
は
五
百
人
弱
と
い
わ
れ
る
。
 

異
国
の
丘
 
「
吉

田
正

・
作
」
 

①
今
日
も
暮
れ
行
く
 
異
国
の
丘
に
 

友
よ

つ
ら
か
ろ
 
切
な
か
ろ
 

我
慢
だ
ま
っ
て
ろ
 
嵐
が
す
ぎ
り
や
 

か
え
る
日
も
く
る
 
春
が
く
る
 

②
今
日
も
更
け
ゆ
く
 
異
国
の
丘
に
 

夢
も
寒
か
ろ
 
冷
た
ろ
 

泣
い
て
笑
ろ
っ
て
 
歌
っ
て
た
え
り
や
 

望
む
日
も
く
る
 
朝
が
く
る
 

⑧
今
日
も
昨
日
も
 
異
国
の
丘
に
 

重
い
雪
空
 
陽
が
う
す
い
 

倒
れ
ち
ゃ
な
ら
な
い
 
祖
国
の
土
に
 

辿
り
着
く
ま
で
 
そ
の
日
ま
で
 

シ
ベ
リ
ヤ
の
丘
で
唄
っ
た
ェ
レ
ジ
ー
が
昭
和
二
十
三
年
頃
の
帰
還
兵
が
 
 

唄
わ
れ
、

N
H
Kの
ど
自
慢
で
も
放
送
さ
れ
私
等
も
、
わ
ら
仕
事
を
し
な

が
ら
仲
間
同
志
が
唄
い
ま
し
た
。
 

南
の
島
よ
り
兄
は
還
ら
ず
 

私
の
兄
は
フ
ィ
リ
ピ
の
レ
イ
テ
島
で
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。
 

死
亡
認
定
理
由
書
 

本
籍
地
 
北
郡
嘉
瀬
村
大
字
嘉
瀬
字
端
山
崎
一
六
一
 

所
属
部
隊
独
立
之
砲
兵
第
十
一
聯
隊

（泉
五
三
一
八
）
 

階
級
氏
名
 
陸
軍
伍
長
 
山
中
長
一
郎
 

認
定
戦
死
月
日
及
場
所
 

昭
和
二
十
年
三
月
三
十
日
 

比
島
レ
イ
テ
島
シ
ラ
ッ
ト
 

認
定
戦
死
前
後
の
状
況
 

1
、
 
「
レ
イ
テ
」
作
戦
前

の
状
況
 

第
二
十
六
師
団
は
昭
和
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
北
支
蒙
彊
に
て
編
成

支
那
事
変
に
従
事
次
い
で
昭
和
十
九
年
七
月
中
旬
同
地
出
発
山
海
開
釜
山

経
由

（
準備
の
為
約
一
週
間
釜
山
滞
在
）
比
島
に
向
ふ
八
月
十
九
日
未
明

バ
シ
ー
海
峡
に
て
敵
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け

「
玉
津
丸
」
沈
没
独
立
歩
兵
第

十
」
聯
隊
の

主
力

（
泉
三
一
六
）
海
没
也
り
。
 

兵
団
は
八
月
二
十
二
日
 
「マ
ニ
ラ
」
 
上陸
（
一
部
は
船
舶
故
障
に
依
り

北
「
サ
ン
フ
ル
ナ
ン
ド
」
に
上
陸
）
後
十
月
下
旬
迎
中
部
呂
宗
「
タ
ル
ラ
ッ

ク
」
附
近
の
警
備
に
任
ず
。
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2
、
 

「
レ
イ
テ
」
島

に
於
け
る
行
動
の
大
要
 

兵
団
は
先
遣
支
隊

（
独立
十
二

（正
欠
）
工
兵
二
十
六
基
幹
）
 

主
力
の
ニ
ケ
梯
団
に
分
れ
先
遺
支
隊
は
十
月
二
十
六
日
主
力
は
十
一
月

九
日
夫
々
 
「マ
ニ
ラ
」
 
出
発「
レ
イ
テ
」
島
に
向
か
う
。
先
遣
支
隊
は
何

等
敵
の
妨
害
な
く
十

一
月
三
日

「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
に
上
陸
也
力
。
 

主
力
は
途
中
空
海
よ
り
す
る
敵
の
妨
害
を
受
け

一
部
は
「
マ
ス
バ
テ
」
 

「
セ
ブ
」
島
に
遭
難
す
、
之
ガ
為
「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
 
上陸
の
日
時
に
若
干

の
差
異
あ
り
。
 当
時
天
候
極
め
て
不
良
に
し
て
「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
湾
に
到

着
せ
る
も
上
陸
効
程
進
捗
せ
ず
。
 

加
わ
る
に
敵
機
及
敵
艦
の
妨
害
あ
り
之
ガ
為
人
員
に
若
干
の
損
害
を
生

ぜ
る
外
装
備
の
相
当
数
及
び
軍
需
品
の
大
部
分
は
海
没
し
戦
闘
力
著
し
く

低
下
す
、
 兵
団
は
取
敢
へ
ず
「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
南
方
地
区
に
兵
力
を
集
結

し
開
後
進
前
を
準
備
す
。
 

3
、
 

「
ァ
叱
ヘ
ラ
」
附
近
の
戦
闘
及
び

「
ブ
ラ
ウ
エ
ン
」
作
戦
準
備
 

兵
団
は
十
一
月
十
二
日
軍
命
令
に
基
き
「
ベ
イ
ハ
イ
」
の
敵
を
攻
撃
す

べ
く
斉
藤
支
隊

（
独歩
十
三
）
主
力
独
歩
十
一
の
小
笠
大
隊
を
派
遺
す
同

隊
は

「
ア
ル
ベ
ラ
」
南
方
地
区
に
於
て
有
力
な
る
米
軍
と
遭
遇
す
此
の
間

兵
団
は
遂
次
兵
力
を
集
結
し

一
部
を
以
て
「
ブ
ラ
ウ
ン
」
作
戦
を
準
備
、
 

即
ち
工
兵
隊
は
全
力
以
て
作
戦
路
の
啓
開
に
任
じ

一
月
十
五
日
に
は
独
歩

十
三
の

n
（長
重
松
少
佐
）
 
「
ブラ
ウ
エ
ン
」
攻
撃
の
為
出
発
す
次
い
で

軍
の
和
号
作
戦
の
企
図
明
か
と
な
り
十

一
月
三
十
日
司
令
部
は
「
ル
ビ
」
 
 

に
移
動
し
該
方
面
の
地
上
攻
撃
を
指
揮
す
斉
藤
支
隊
は
よ
う
執
勘
な
る
敵

の
攻
撃
に
対
し
よ
く
「
ア
ル
ベ
ラ
」
附
近
を
保
持
し
あ
り
し
も
敵
の
四
囲

よ
り
す
る
浸
透
に
よ
り
包
囲
せ
ら
れ
加
わ
る
に
十
二
月
七
日
米
軍
「
オ
ル

モ
ッ
ク
」
湾

「
イ
ピ
ル
」
 
上
陸す
る
に
及
び

「
ブ
ラ
ウ
エ
ン
」
 
作
戦中
止

せ
ら
れ
該
方
面
作
戦
部
隊
斉
藤
支
隊
と
は
全
く
遮
断
分
離
の
状
態
と
な
り
。
 

常
に
米
軍
の
攻
撃
に
対
し
猛
烈
果
敢
な
る
戦
闘
を
績
行
し
あ
り
し
も
支

隊
は
遂
に
十
二
月
二
十
日
未
明
最
後
の
攻
撃
を
実
施
也
向
引
例
同り
，如
く
消

息
を
断
つ
に
至
れ
り
。
 

4
、
 

「
ブ
ラ
ウ
エ
ン
」
飛
行
場
の
戦
闘
 

本
戦
闘
は
「
垣
兵
団
」
空
挺
部
隊

（
高
千
穂）
と
の
協
同
作
戦
な
り
し

も
進
路
倹
峻
の
為

「
ル
ビ
」
方
面
よ
り
の
作
戦
部
隊
の
「
ブ
ラ
ン
エ
ン
」
 

進
出
稽
々
遅
延
し
予
期
の
如
き
成
果
を
収
む
る
能
は
ざ
り
き
即
ち
重
松
大

隊
は
数
次
に
亘
り
奇
襲
強
襲
を
績
行
し
第
三
次
攻
撃
を
以
て
「
ブ
ラ
ウ
エ

ン
」
飛
行
場
占
領
也
る
も
敵
の
反
復
攻
撃
織
烈
に
し
て
之
ガ
確
保
至
難
と

な
り
遂
に
 「
ブ
レ
ウ
エ
ン
」
 
撤
去
の
己む
な
き
に
至
れ
り
十
二
月
十
二
日

部
隊
は

「
タ
リ
サ
ヤ
ン
」
集
結
の
為
転
進
開
始
す
是
れ
よ
り
先
十
二
月
八

日
頃
米
軍
は

「
ル
ビ」
 
「
ブラ
ン
ウ
エ
ン
」
中
間
地
区
に
空
挺
部
隊
を
降

下
し
為
に
転
進
部
隊
は
「
ブ
ラ
ウ
エ
ン
」
 
西
方約
十
粁
附
近
に
於
て
進
路

を
阻
止
也
ら
れ
密
林
中
不
期
戦
闘
を
惹
起
し
混
戦
の
後
十
二
月
二
十
二
日

頃
以
降
重
松
大
隊
全
く
主
力
と
の
連
絡
を
断
ち
該
方
面
の
状
況
詳
か
な
ら

ざ
る
に
至
れ
り
。
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洋
海
に
出
て
暫
く
、
時
が
立
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

此
れ
ま
で
何
度
と
な
く
ダ
モ
イ
に
欺
か
れ
、
皇
国
日
本
の
軍
人
と
し
て

の
誇
り
も
砕
か
れ
、
山
の
中
で
の
敗
戦
、
餓
鬼
道
に
落
ち
た
亡
者
に
も
似

た
三
年
間
の
捕
虜
生
活
と
の
サ
ョ
ナ
ラ
で
あ
る
。

汀

着
せ
る
も
上
陸
効
程
進
捗
せ
ず
。

兵
団
は
先
遣
支
隊
（
独
立
十
二
（
正
欠
）
工
兵
二
十
六
基
幹
）

主
力
の
二
ヶ
梯
団
に
分
れ
先
遣
支
隊
は
十
月
二
十
六
日
主
力
は
十
一
月

九
日
夫
々
「
マ
ニ
ラ
」
出
発
「
レ
イ
テ
」
島
に
向
か
う
。
先
遣
支
隊
は
何

等
敵
の
妨
害
な
く
十
一
月
三
日
「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
に
上
陸
也
勿
・

主
力
は
途
中
空
海
よ
り
す
る
敵
の
妨
害
を
受
け
一
部
は
「
マ
ス
バ
テ
」

「
セ
ブ
」
島
に
遭
難
す
、
之
ガ
為
「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
上
陸
の
日
時
に
若
干

の
差
異
あ
り
。
当
時
天
候
極
め
て
不
良
に
し
て
「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
湾
に
到

十
三
の
Ⅱ
（
長
重
松
少
佐
）
「
ブ
ラ
ウ
エ
と
攻
撃
の
為
出
発
す
次
い
で

軍
の
和
号
作
戦
の
企
図
明
か
と
な
り
十
一
月
三
十
日
司
令
部
は
「
ル
ビ
’

兵
団
は
十
一
月
十
二
日
軍
命
令
に
基
き
「
ベ
イ
ハ
イ
」
の
敵
を
攻
撃
す

べ
く
齊
藤
支
隊
（
独
歩
十
三
）
主
力
独
歩
十
一
の
小
笠
大
隊
を
派
遣
す
同

隊
は
「
ア
ル
ベ
ラ
」
南
方
地
区
に
於
て
有
力
な
る
米
軍
と
遭
遇
す
此
の
間

兵
団
は
遂
次
兵
力
を
集
結
し
一
部
を
以
て
「
ブ
ラ
ウ
ン
」
作
戦
を
準
備
、

即
ち
工
兵
隊
は
全
力
以
て
作
戦
路
の
啓
開
に
任
じ
一
月
十
五
日
に
は
独
歩

加
わ
る
に
敵
機
及
敵
艦
の
妨
害
あ
り
之
ガ
為
人
員
に
若
干
の
損
害
を
生

ぜ
る
外
装
備
の
相
当
数
及
び
軍
需
品
の
大
部
分
は
海
没
し
戦
闘
力
著
し
く

低
下
す
、
兵
団
は
取
敢
へ
ず
「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
南
方
地
区
に
兵
力
を
集
結

し
關
後
進
前
を
準
備
す
。

３
、
「
ア
ル
ベ
ラ
」
附
近
の
戦
闘
及
び
「
ブ
ラ
ウ
エ
ン
」
作
戦
準
備

２
、
「
レ
イ
テ
」
烏
に
於
け
る
行
動
の
大
要

祖
国
日
本
に
帰
れ
る
こ
れ
か
ら
の
思
い
と
過
去
の
シ
ベ
リ
ヤ
の
思
い
が

交
差
と
な
っ
て
涙
が
溢
れ
止
ま
ら
な
い
ダ
モ
イ
、
ダ
モ
イ
と
言
っ
て
肩
を

た
た
く
仲
間
の
顔
も
溢
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
て
も
捕
虜
と
し
て
収
容
所
に
入
っ
た
時
は
千
五
百
人
で
あ
っ
た

の
が
興
安
丸
に
乗
り
帰
れ
た
の
は
五
百
人
弱
と
い
わ
れ
る
。

異
国
の
丘
「
吉
田
正
・
作
」

⑪
今
日
も
暮
れ
行
く
異
国
の
丘
に

友
よ
っ
ら
か
ろ
切
な
か
ろ

我
慢
だ
ま
っ
て
ろ
嵐
が
す
ぎ
り
や

か
え
る
日
も
く
る
春
が
く
る

②
今
日
も
更
け
ゆ
く
異
国
の
丘
に

夢
も
寒
か
ろ
冷
た
る

泣
い
て
笑
ろ
っ
て
歌
っ
て
た
え
り
や

望
む
日
も
く
る
朝
が
く
る

⑧
今
日
も
昨
日
も
異
国
の
丘
に

重
い
雪
空
陽
が
う
す
い

倒
れ
ち
ゃ
な
ら
な
い
祖
国
の
土
に

辿
り
着
く
ま
で
そ
の
日
ま
で

シ
ベ
リ
ヤ
の
丘
で
唄
っ
た
エ
レ
ジ
ー
が
昭
和
二
十
三
年
頃
の
帰
還
兵
が

『
Ｂ
ｌ
ｄ
－

［

「
ル
ビ
」

て
肩
を

第
二
十
六
師
団
は
昭
和
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
北
支
蒙
彊
に
て
編
成

支
那
事
変
に
従
事
次
い
で
昭
和
十
九
年
七
月
中
旬
同
地
出
発
山
海
關
釜
山

経
由
（
準
備
の
為
約
一
週
間
釜
山
滞
在
）
比
島
に
向
ふ
八
月
十
九
日
未
明

バ
シ
ー
海
峡
に
て
敵
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
「
玉
津
丸
」
沈
没
独
立
歩
兵
第

十
三
聯
隊
の
主
力
（
泉
三
一
六
）
海
没
也
り
。

兵
団
は
八
月
二
十
二
日
「
マ
ニ
ラ
」
上
陸
二
部
は
船
舶
故
障
に
依
り

北
「
サ
ソ
フ
ル
ナ
ソ
ド
」
に
上
陸
）
後
十
月
下
旬
迎
中
部
呂
宗
「
タ
ル
ラ
ッ

ク
」
附
近
の
警
備
に
任
ず
。

に
移
動
し
該
方
面
の
地
上
攻
撃
を
指
揮
す
齊
藤
支
隊
は
よ
う
執
勘
な
る
敵

の
攻
撃
に
対
し
よ
く
「
ア
ル
ベ
ラ
」
附
近
を
保
持
し
あ
り
し
も
敵
の
四
囲

よ
り
す
る
浸
透
に
よ
り
包
囲
せ
ら
れ
加
わ
る
に
十
二
月
七
日
米
軍
「
オ
ル

モ
ッ
ク
」
湾
「
イ
ピ
ル
」
上
陸
す
る
に
及
び
「
ブ
ラ
ウ
エ
ご
作
戦
中
止

せ
ら
れ
該
方
面
作
戦
部
隊
齊
藤
支
隊
と
は
全
く
遮
断
分
離
の
状
態
と
な
り
。

常
に
米
軍
の
攻
撃
に
対
し
猛
烈
果
敢
な
る
戦
闘
を
續
行
し
あ
り
し
も
支

隊
は
遂
に
十
二
月
二
十
日
未
明
最
後
の
攻
撃
を
実
施
也
る
も
の
の
如
く
消

息
を
断
つ
に
至
れ
り
。

本
戦
闘
は
「
垣
兵
団
」
空
挺
部
隊
（
高
千
穂
）
と
の
協
同
作
戦
な
り
し

も
進
路
倹
峻
の
為
「
ル
ビ
」
方
面
よ
り
の
作
戦
部
隊
の
「
ブ
ラ
ソ
エ
と

進
出
梢
々
遅
延
し
予
期
の
如
き
成
果
を
収
む
る
能
は
ざ
り
き
即
ち
重
松
大

隊
は
数
次
に
亘
り
奇
襲
強
襲
を
續
行
し
第
三
次
攻
撃
を
以
て
「
ブ
ラ
ウ
エ

と
飛
行
場
占
領
也
る
も
敵
の
反
復
攻
撃
熾
烈
に
し
て
之
ガ
確
保
至
難
と

な
り
遂
に
「
ブ
レ
ウ
エ
と
撤
去
の
己
む
な
き
に
至
れ
り
十
二
月
十
二
日

部
隊
は
「
タ
リ
サ
ャ
と
集
結
の
為
転
進
開
始
す
是
れ
よ
り
先
十
二
月
八

日
頃
米
軍
は
「
ル
ビ
」
「
ブ
ラ
ン
ウ
ェ
Ｚ
中
間
地
区
に
空
挺
部
隊
を
降

下
し
為
に
転
進
部
隊
は
「
ブ
ラ
ゥ
ェ
と
西
方
約
十
粁
附
近
に
於
て
進
路

を
阻
止
也
ら
れ
密
林
中
不
期
戦
闘
を
惹
起
し
混
戦
の
後
十
二
月
二
十
二
日

頃
以
降
重
松
大
隊
全
く
主
力
と
の
連
絡
を
断
ち
該
方
面
の
状
況
詳
か
な
ら

ざ
る
に
至
れ
り
。

４
、
「
ブ
ラ
ウ
エ
ン
」
飛
行
場
の
戦
闘

私
の
兄
は
フ
ィ
リ
ピ
の
レ
イ
テ
島
で
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。

死
亡
認
定
理
由
書

本
籍
地
北
郡
嘉
瀬
村
大
字
嘉
瀬
字
端
山
崎
一
六
一

所
属
部
隊
独
立
之
砲
兵
第
十
一
聯
隊
（
泉
五
三
一
八
）

階
級
氏
名
陸
軍
伍
長
山
中
長
一
郎

一
、
認
定
戦
死
月
日
及
場
所

昭
和
二
十
年
三
月
三
十
日

比
島
レ
イ
テ
島
シ
ラ
ッ
ト

ニ
、
認
定
戦
死
前
後
の
状
況

１
、
「
レ
イ
テ
」
作
戦
前
の
状
況

唄
わ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
で
も
放
送
さ
れ
私
等
も
、
わ
ら
仕
事
を
し
な

が
ら
仲
間
同
志
が
唄
い
ま
し
た
。

南
の
島
よ
り
兄
は
還
ら
ず
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5
、
兵
団
主
力
「

タ
リ
ヤ
サ

ヤ
ン
」
集
結

の
状
況
 

兵
団
主
力
は
十
二
月
二
十
五
日

「
タ
リ
サ
ヤ
ン
」
附
近
に
集
結
を
開
始

す
兵
団
は
相
次
ぐ
戦
闘
に
依
り
歩
兵
部
隊
と
の
連
絡
を
失
ひ

二
十
年
一
月

一
日
現
在
の
集
結
兵
力

一
千
除
名
に
滅
す
。
 

当
時
の
集
結
部
隊
の
主
た
る
も
の
左
の
如
し
 

師
団
司
令
部
、
同
通
信
隊
、
兵
器
勤
務
隊
、
野
戦
病
院
、
病
馬
廠
の
主

力
、
独
立
野
砲
兵
第
十
一
聯
隊
、
輔
重
兵
第

二
十
六
聯
隊
の
一
部
、
歩
兵

部
隊
の
残
除
者
⑨
野
砲
軸
重
、
野
病
は
「
オ
ル

モ
ッ
ク
」
 
「ア
ル
ベ
ラ
」
 

間
の
資
材
輸
送
並
に
患
者
収
療
等
の
為
相
当
の
損
粍
あ
る
も
明
か
な
ら
す
。
 

同
地
に
於
て
兵
団
は
若
干
の
編
成
装
備
を
整
へ
北
部
「
レ
イ
テ
」
 
への

転
進
準
備
を
也
り

二
十
年

一
月
三
日
頃
よ
り
数
次
に
亘
る
敵
の
空
陸
よ
り

す
る
攻
撃
に
依
り
 
「
タ
リ
サ
ヤ
ン
」
東
方
地
区
に
集

結
中
の
野
戦
病
院
 

（
患
含
む
）
軸
重
兵
第
二
十
六
聯
隊
は
玉
梓
せ
り
。
 

6
、
 
「
シ
ラ
ッ
ト
」
集
結
迄
の
状
況
 

二
十
年
一
月
三
日
兵
団
は
米
軍
の
包
囲
を
突
破
し

「
タ
リ
サ
ヤ
ン
」
出

発
一
月
一
日
「
ダ

ナ
オ
」
湖
西
地
区
に
於
て
「
垣
兵
団
に
追
編
げ
る
敵
と

遭
遇
之
と
交

戦
し
師
団
通
信
隊
の
大
部
を
失
う
。
 
二
十
年
一
月
三
十
日
 

「
パ
レ
ン
シ
ヤ
」
 
飛行
場
に
突
入
之
を
占
領
す
る
も
猛
砲
弾
の
為
多
大
の

損
害
を
受
け
特
に
司
令
部
関
係
の
損
傷
大
に
し

て
兵
団
長
及
幕
僚
悉
皆
重
 

（
一部
戦
死
也
り

）
 
一月
二
十
三
日
同
地
発
「
リ
ボ
ン
ガ
オ
」
を
経
て
軍

の
自
活
地
域
た

る
。
 
「
シ
ラ
ッ
ト
」
附
近
に
前
進
し
途
中
地
形
の
険
悪
補
 
 

給
の
困
難
等
の
悪
篠
件
を
克

服
し

つ
つ
二
月
十
日

「
カ
ン
ギ
ボ
ッ
ト
」
 
山

を
通
過
「
シ
ラ
ッ
ト
」
 
に到
着
し
同
地
に
於
て
先
遺
支
隊
へ
独
立
歩
兵
十

二
⑩
堂
握
す
先
遣
支
隊
は
十
一

月
三
日
「
ア
ル
モ
ッ
ク
」
上
陸
後
「
ラ

マ

オ
」
山
に
進
出
不
断
の
挺
身
奇
襲
を

以
て
「
ハ
ロ
」
方
面
よ
り
す
る
敵
の

前
進
を
制
し
あ
り
し
も
十
二
月
七
日
米
軍
「
オ
ル

モ
ッ
ク
」
湾
逆
上
陸
に

伴
い
。
 

軍
命
令
に
依
り
反
撃
作
戦
を
実
施
し

ニ
十
年
一
月
三
日
迄
「
オ
ル
モ
ッ

ク
」
東
南
地
区
に
於
て
所
在
部
隊
と
共
に
勇
戦
奮
闘
し
た
る
も
遂
に
敵
の

突
破
す
る
所
と
な
り
軍
の
自
活
地
域
に
転
進
此
の
間
立
石
大
隊
玉
梓
し
兵

力
ニ
割
度
に
減
ず
。
支
隊
は
一
月
十
五
日
「
ナ
グ

ア
ソ
」
 
山
附近
に
於
て
 

「
パ
ロ
ン
ポ
ソ
」
 
に
上
陸
也る
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
通
隊
全
滅
し

二
月
十

一
日
「
シ
ラ
ッ
ト
」
追
及
時
の
残
留
者
は
僅
か
に
五
、
六
十
名
に
し

て
同

地
集
結
時
の
兵
団
全
兵
力
は
約
四
百
三
十
名
な
り
三
月
十
五
日
兵
団
長
山

懸
中
将
戦
死
に
伴
ひ
軍
命
令
に
依
り
沖
少
将
、
兵
団
長
と
な
る
。
 

7
、
 
「
シ
ラ
ッ
ト
」
集
結
並

に
其
の
後
の
状
況
 

「
シ
ラ
ッ
ト
」
附
近
集
結
々
同
時
に
自
活
自
戦
の
態
勢
に
移
り
持
久
戦

を
準
備
し
た
る
も
数
次
の
砲
爆
撃
の
為
遂
次
戦
力
消
耗
す
殊
に

二
十
年
三

月
三
十
日
米
軍
の
猛
攻
に
依
り
独
立
之
砲
第
十
一
聯
隊
及
兵
器
勤
務
隊
最

後
的
突
撃
を
敢
行
し
全
員
玉
梓
也
る
も
の
の
如
し
、
雨
後
屡

々
米
軍
攻
撃

に
依
り
兵
の
愈
々
消
耗
し
最
後
の
復
廊
た
る
「
カ
ル
ブ
ゴ

ス
」
 
へ移
動
当

時
兵
力
は
約
六
、
七
十
名
な
り
「
カ
ル
ブ
ゴ
ス
」
に
対
す
る
米
軍
の
最
後

的
攻
撃
は
七
月
三
日
に
し

て
兵
団
残
存
者
は
軍
旗
奉
焼
最
後
の

突
撃
を
実
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施
也
る
も
の
の
如
く
全
く
消
息
を
絶
ち
終
戦
に
至
る
。
 

採
り
た
る
捜
索
手
段
 

終
戦
後
米
軍
の
援
助
に
依
り

「
レ
イ
テ
」
島
内
兵
団
主
戦
場
附
近
に
再

度
捜
索
員
を
派
遣
せ
る
も
遂
に
生
存
者
発
見
し
得
ず
。
 

死
亡
認
定
の
理
由
 

戦
況
第

二
項
の
如
く
又
捜
索
に
関
し
て
も
種
々
手
段
を
盛
し
た
る
も
生

存
者
を
発
見
し
得
ず
旦
比
島
方
面
の
復
員
完
了
し
抑
留
名
簿
等
と
照
合
せ

る
も
該
当
者
な
く
従
っ
て
比
島
方
面
の
残
存
者
の
事
実
な
き
も
の
と
推
断

也
ら
る
を
以
て
第
二
項
の
時
期
地
点
に
於
い
て
各
々
最
後
の
突
撃
を
決
行

し
全
員
玉
梓
せ
る
も
の
と
認
め
ら

る
但
し
戦
況
推
移
極
め
て
複
雑
に
し

て

各
地
点
時
期
に
於
け
る
戦
死
者
の
確
認
困
難
な
る
実
情
に
あ
る
を
以
て
所

属
隊
不
明
の
も
の
は
各
上
級
部
隊
の
玉
砕
日
地
点
を
以
て
戦
死
認
定
せ
り
。
 

昭
和
二
十
二
年

七
月
十
日
 

認
定
官
第
十
四
方
面
軍
残
務
整
理
部
長
 
久
米
川
好
春
 

§

§
§
§

§
§
§
§
§
§
 

§

§
 

五
所
川
原
市
の
龍
泉
寺
に
父
と
二
人
で
兄
の
遺
骨
箱
を
受
取
り
、
私
は

津
鉄
の
汽
車
に
乗
る
胸
に
抱
い
た
遺
骨
を
下
し
窓
際
の
席
に
置
く
汽
車
は

ガ
ッ
タ
ン
ー
ガ
ッ

タ
ソ
 

と
発
車
す
る
。
 

日
本
晴
れ
で
あ
る
、
青
田

e
Hは
御
廊
が
西
よ
り
流
れ
窓
か
ら
入
る
そ

よ
風
は
骨
箱
に
注
ぐ
、
私
は
骨
箱
を
窓
の
方
に
向
け
る
。
 

六
年
振
り

の
無
言
の
帰
国
の
兄
に
ふ
る
里
だ
よ
と
、
心
で
告
げ
て
あ
げ
 
 

ま
し
た
。
微
兵
と
し
て
北
支
派
遣
軍
に
加
わ
り
約
三
年
間
の
戦
い
南
方
面

の
戦
局
が
絶
望
的
と
な
っ
た
昭
和
十
九
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
派
遣
さ
れ
昭
和

一
一
十
年
レイ
テ
島
に

て
玉
砕
と
な
っ
て
戦
死
さ
れ
た
兄
だ
っ
た
。
 

ふ
と
前
の
席
の
父
を
見
る
と
外
の
風
景
を
眺
め
て
心
は
静
か
な
よ
う
で

安
心
す
る
。
 そ
の
後
日
骨
箱
を
動
か
す
た
び
に
カ
タ
、
コ
ト
と
音
が
す
る
、
 

父
と
二
人
で
蓋
を
開
け
中
を
見
る
と
納
ま
っ
て
い
る
品
は
〇
〇
之
霊
と
書

い
た
小
さ
な
白
木
の
位
牌
だ
っ
た
。
 

一
資料
 
旧

嘉
瀬
村
に
よ
る
戦
死
者
数
 

戦
争
 
大

東
亜
戦
の
戦
残
者
、
百
二
名
 
（
嘉
瀬
忠
魂
碑
か
らに
依
る
）
 

戦
没
者
  

日
清
、

日
露
の
戦
残
者
、
十
七
名
 

第
二
次
世
界
大
戦
に
依
る
戦
残
者
及
被
害
者
と
羅
災
者
 

ラ
イ
フ
の
画
報
第

二
次
世
界
大
戦
史
 

「連
合
国
側
」
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
 

一
一
九五
、
九
〇
四
名

イ
ギ
リ
ス
連
邦
 
四
五
二
、

五
七
〇
名

ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
連
邦
 
七
、

五
〇
〇
、
 〇
〇
〇
名

フ
ラ
ン
ス
 
二
〇
〇
、
 

〇
〇
〇
名

中
国

（
一
九
三
七
年
よ
り
）
 
二
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
名

計
 
一
〇
、

六
四
八
、
四
七
四
名
 

二
、
 八
五
〇
、
 〇
〇
〇
名

三
〇
〇
、
 〇
〇
〇
名
 

「枢
軸
同
盟
国
側
」
 

ド
イ
ツ
 

イ
タ
リ
ア
 

2
3
 

施
也
る
も
の
の
如
く
全
く
消
息
を
絶
ち
終
戦
に
至
る
。

終
戦
後
米
軍
の
援
助
に
依
り
「
レ
イ
テ
」
島
内
兵
団
主
戦
場
附
近
に
再

度
捜
索
員
を
派
造
せ
る
も
遂
に
生
存
者
発
見
し
得
ず
。

四
、
死
亡
認
定
の
理
由
〃
；
‐
｜
｜
／
》
ゞ
っ
よ
‐
‐
唇
Ｆ
ｆ
ｖ
ゞ
‐
ｉ
箸
／
‐
〃
祁
暫
》
‐
、
｝
ノ
ー
仮
口
Ｉ
く
ｔ
｝
べ
壱
一
コ
‐
ｃ
量
α

い
た
小
さ
な
白
木
の
位
牌
だ
っ
た
。

戦
況
第
二
項
の
如
く
又
捜
索
に
関
し
て
も
種
々
手
段
を
蓋
し
た
る
も
生

産
一

存
者
を
発
見
し
得
ず
旦
比
島
方
面
の
復
員
完
了
し
抑
留
名
簿
等
と
照
合
せ
周
囲
旧
嘉
瀬
村
に
よ
る
戦
死
者
数

る
も
該
当
者
な
く
従
っ
て
比
島
方
面
の
残
存
者
の
事
実
な
き
も
の
と
推
断
蝿
吟
者
一
砿
靜
唖
職
諏
碓
嘩
窪
録
画
仁
犀
名
（
嘉
瀬
忠
魂
碑
か
ら
に
依
る
）

也
ら
る
を
以
て
第
二
項
の
時
期
地
点
に
於
い
て
各
々
最
後
の
突
撃
を
決
行

し
全
員
玉
粋
せ
る
も
の
と
認
め
ら
る
但
し
戦
況
推
移
極
め
て
複
雑
に
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
に
依
る
戦
残
者
及
被
害
者
と
罹
災
者

各
地
点
時
期
に
於
け
る
戦
死
者
の
確
認
困
難
な
る
実
情
に
あ
る
を
以
て
所
ラ
イ
フ
の
画
報
第
二
次
世
界
大
戦
史

属
隊
不
明
の
も
の
は
各
上
級
部
隊
の
玉
砕
日
地
点
を
以
て
戦
死
認
定
せ
り
。

「
連
合
国
側
」

昭
和
二
十
二
年
七
月
十
日

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
…
…
…
．
．
二
九
五
、
九
○
四
名

認
定
官
第
十
四
方
面
軍
残
務
整
理
部
長
久
米
川
好
春
イ
ギ
リ
ス
連
邦
・
・
：
：
：
…
。
：
．
四
五
二
、
五
七
○
名

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

ソ
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
連
邦
・
…
…
：
七
、
五
○
○
、
○
○
○
名

五
所
川
原
市
の
龍
泉
寺
に
父
と
二
人
で
兄
の
遺
骨
箱
を
受
取
り
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
…
…
…
・
…
…
…
：
二
○
○
、
○
○
○
名

津
鉄
の
汽
車
に
乗
る
胸
に
抱
い
た
遺
骨
を
下
し
窓
際
の
席
に
置
く
汽
車
は
中
国
（
一
九
三
七
年
よ
り
）
二
、
二
○
○
、
○
○
○
名

ガ
ッ
タ
ソ
ー
ガ
ッ
タ
ソ
ー
と
発
車
す
る
。

計
：
．
…
…
：
。
…
：
．
：
…
：
・
・
・
：
一
○
、
六
四
八
、
四
七
四
名

そ
よ

日
本
晴
れ
で
あ
る
、
青
田
の
上
は
微
風
が
西
よ
り
流
れ
窓
か
ら
入
る
そ
「
枢
軸
同
盟
国
側
」

よ
風
は
骨
箱
に
注
ぐ
、
私
は
骨
箱
を
窓
の
方
に
向
け
る
。
ド
イ
ツ
．
．
：
：
。
：
…
．
．
…
：
．
：
．
．
二
、
八
五
○
、
○
○
○
名

六
年
振
り
の
無
言
の
帰
国
の
兄
に
ふ
る
里
だ
よ
と
、
心
で
告
げ
て
あ
げ
イ
タ
リ
ア
…
…
・
…
．
：
．
：
・
・
：
．
三
○
○
、
○
○
○
名

５
、
兵
団
主
力
「
タ
リ
ヤ
サ
ヤ
ン
」
集
結
の
状
況

二
十
年
一
月
三
日
兵
団
は
米
軍
の
包
囲
を
突
破
し
「
タ
リ
サ
ャ
ど
出

発
一
月
一
日
「
ダ
ナ
オ
」
湖
西
地
区
に
於
て
「
垣
兵
団
に
追
攝
す
る
敵
と

遭
遇
之
と
交
戦
し
師
団
通
信
隊
の
大
部
を
失
う
。
二
十
年
一
月
三
十
日

「
バ
レ
ソ
シ
ャ
」
飛
行
場
に
突
入
之
を
占
領
す
る
も
猛
砲
弾
の
為
多
大
の

損
害
を
受
け
特
に
司
令
部
関
係
の
損
傷
大
に
し
て
兵
団
長
及
幕
僚
悉
皆
重

二
部
戦
死
也
り
）
一
月
二
十
三
日
同
地
発
「
リ
ボ
ソ
ガ
オ
」
を
経
て
軍

の
自
活
地
域
た
る
。
「
シ
ラ
ッ
ト
」
附
近
に
前
進
し
途
中
地
形
の
険
悪
補

兵
団
主
力
は
十
二
月
二
十
五
日
「
タ
リ
サ
ヤ
と
附
近
に
集
結
を
開
始

す
兵
団
は
相
次
ぐ
戦
闘
に
依
り
歩
兵
部
隊
と
の
連
絡
を
失
ひ
二
十
年
一
月

一
日
現
在
の
集
結
兵
力
一
千
餘
名
に
減
す
。

当
時
の
集
結
部
隊
の
主
た
る
も
の
左
の
如
し

師
団
司
令
部
、
同
通
信
隊
、
兵
器
勤
務
隊
、
野
戦
病
院
、
病
馬
廠
の
主

力
、
独
立
野
砲
兵
第
十
一
聯
隊
、
轆
重
兵
第
二
十
六
聯
隊
の
一
部
、
歩
兵

部
隊
の
残
餘
者
③
野
砲
轆
重
、
野
病
は
「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
「
ア
ル
ベ
ラ
」

間
の
資
材
輸
送
並
に
患
者
収
療
等
の
為
相
当
の
損
粍
あ
る
も
明
か
な
ら
す
。

同
地
に
於
て
兵
団
は
若
干
の
編
成
装
備
を
整
へ
北
部
「
レ
イ
テ
」
へ
の

転
進
準
備
を
也
り
二
十
年
一
月
三
日
頃
よ
り
数
次
に
亘
る
敵
の
空
陸
よ
り

す
る
攻
撃
に
依
り
「
タ
リ
サ
ャ
ン
」
東
方
地
区
に
集
結
中
の
野
戦
病
院

（
患
含
む
）
轆
重
兵
第
二
十
六
聯
隊
は
玉
粋
せ
り
。

６
、
「
シ
ラ
ッ
ト
」
集
結
迄
の
状
況

三
、
採
り
た
る
捜
索
手
段

ま
し
た
。
徴
兵
と
し
て
北
支
派
遣
軍
に
加
わ
り
約
三
年
間
の
戦
い
南
方
面

の
戦
局
が
絶
望
的
と
な
っ
た
昭
和
十
九
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
派
遣
さ
れ
昭
和

二
十
年
レ
イ
テ
島
に
て
玉
砕
と
な
っ
て
戦
死
さ
れ
た
兄
だ
っ
た
。

ふ
と
前
の
席
の
父
を
見
る
と
外
の
風
景
を
眺
め
て
心
は
靜
か
な
よ
う
で

安
心
す
る
。
そ
の
後
日
骨
箱
を
動
か
す
た
び
に
カ
タ
、
コ
ト
と
音
が
す
る
、

父
と
二
人
で
蓋
を
開
け
中
を
見
る
と
納
ま
っ
て
い
る
品
は
○
○
之
霊
と
書

い
た
小
さ
な
白
木
の
位
牌
だ
っ
た
。

給
の
困
難
等
の
悪
條
件
を
克
服
し
つ
つ
二
月
十
日
「
カ
ン
ギ
ボ
ッ
ト
」
山

を
通
過
「
シ
ラ
ッ
ト
」
に
到
着
し
同
地
に
於
て
先
遣
支
隊
へ
独
立
歩
兵
十

二
⑪
堂
握
す
先
遣
支
隊
は
十
一
月
三
日
「
ア
ル
モ
ッ
ク
」
上
陸
後
「
ラ
マ

オ
」
山
に
進
出
不
断
の
挺
身
奇
襲
を
以
て
「
ハ
ロ
」
方
面
よ
り
す
る
敵
の

前
進
を
制
し
あ
り
し
も
十
二
月
七
日
米
軍
「
オ
ル
モ
ッ
ク
」
湾
逆
上
陸
に

伴
い
。軍
命
令
に
依
り
反
撃
作
戦
を
実
施
し
二
十
年
一
月
三
日
迄
「
オ
ル
モ
ッ

ク
」
東
南
地
区
に
於
て
所
在
部
隊
と
共
に
勇
戦
奮
闘
し
た
る
も
遂
に
敵
の

突
破
す
る
所
と
な
り
軍
の
自
活
地
域
に
転
進
此
の
間
立
石
大
隊
玉
梓
し
兵

カ
ニ
割
度
に
減
ず
。
支
隊
は
一
月
十
五
日
「
ナ
グ
ァ
と
山
附
近
に
於
て

「
・
ハ
ロ
ン
ポ
と
に
上
陸
也
る
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
通
隊
全
滅
し
二
月
十

一
日
「
シ
ラ
ッ
ト
」
追
及
時
の
残
留
者
は
僅
か
に
五
、
六
十
名
に
し
て
同

地
集
結
時
の
兵
団
全
兵
力
は
約
四
百
三
十
名
な
り
三
月
十
五
日
兵
団
長
山

縣
中
将
戦
死
に
伴
ひ
軍
命
令
に
依
り
沖
少
将
、
兵
団
長
と
な
る
。

「
シ
ラ
ッ
ト
」
附
近
集
結
々
同
時
に
自
活
自
戦
の
態
勢
に
移
り
持
久
戦

を
準
備
し
た
る
も
数
次
の
砲
爆
撃
の
為
遂
次
戦
力
消
耗
す
殊
に
二
十
年
三

月
三
十
日
米
軍
の
猛
攻
に
依
り
独
立
之
砲
第
十
一
聯
隊
及
兵
器
勤
務
隊
最

後
的
突
撃
を
敢
行
し
全
員
玉
粋
也
る
も
の
の
如
し
、
雨
後
屡
々
米
軍
攻
撃

に
依
り
兵
の
愈
々
消
耗
し
最
後
の
復
廊
た
る
「
カ
ル
ブ
ゴ
ス
」
へ
移
動
当

時
兵
力
は
約
六
、
七
十
名
な
り
「
カ
ル
ブ
ゴ
ス
」
に
対
す
る
米
軍
の
最
後

的
攻
撃
は
七
月
三
日
に
し
て
兵
団
残
存
者
は
軍
旗
奉
焼
最
後
の
突
撃
を
実

７
、
「
シ
ラ
ッ
ト
」
集
結
並
に
其
の
後
の
状
況

旧
嘉
瀬
村
に
よ
る
戦
死
者
数

大
東
亜
戦
の
戦
残
者
、
百
二
名
（
嘉
瀬
忠
魂
碑
か
ら
に
依
る
）

日
清
、
日
露
の
戦
残
者
、
十
七
名
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日
本
 

一
、
 五
〇
六
、
 〇
〇
〇
名
 

計
 

四
、
六
五
六
、
 〇
〇
〇
名
 

（
一九
四
五
年
八
月
七
日
の
広
島
、
九
日
の
長
崎
原
爆
の
被
害
）
 

死
 
者
 
重
軽

傷
者
 
被
害
の

割
合
 

広
島
 
七
八
、〇
〇
〇
名
 
五
一
、
〇
〇
〇
名
 
市
民
三

名
に

一
名
の
被
害
 

長
崎
 
ニ
三
、七
〇
〇
名
 
四
一
一
、〇
〇
〇
名
 
市
民

四
名
に
一
名
の
被
害
 

空
襲
そ
の
他
に
よ
る
建
物
の
被
や
擢
災
者
数
 

家
屋

・
建
物
の
被
害
 
一
一
、

三
六
一
、
九
〇
六
戸
 

羅
災
者
 

八
、
七
五
四
、
〇
〇
〇
戸
 

「
産
業
労
働
調
査
局
の
調
べ
」
右
の
ラ

イ
フ
と
数
の
差
が

あ
り
ま
す
。
 

①
軍
人
軍
属
の
死
者
 

一
 
、
 

五
五
五
、
 三
〇
八
名
 

負
傷

・
行
方
不
明
者
…
 
…
…
・
 
三
〇
九
、
 四

〇
二
名
 

計
 

一
 
、
 

八
六
四
、
 七
一
〇
名
 

②
銃
後
の
国
民

の
死
者
ー
…
…
・
・
 
二
九

九
、
 四

八
五
名

負
傷

・
行
方
不
明
者
…
 
…
…
・
 
三

六
六
、
 八

三
〇
名
 

計
 

六
六
六
、
 三

一
五
名
 

②
の
う
ち
空
襲
に

よ
る
死
者
・
 

二
九
七
、
 七

四
六
名
 

負
傷

・
行
方
不
明
者
 

三
六
七
、
 二

八
七
名
 

六
六
五
、
 〇
三
二
名
 

産
業
労
働
日
報
、
第
五
の
六
。
 六
月
号
。
 
（
一
九
五

一
年
）
 

敗
戦
後
、
年
々
公
的
も
、
私
的
も
戦
争
中

の
実
事
が
判
明
し
て
く
る
。
 

中
 
国
 
と
 
先
 輩
 

某
氏
は
青
年
学
校
、
青
年
団
の
催
し
、
村
の
祭
り
に
も
共
に
参
加
し
た

仲
間
で
あ
る
。
 

昭
和
十
八
年
あ
る
某
師
団
に
入
隊
さ
れ
、
後
中
国
に
派
遣
さ
れ
、
皇
国

日
本
軍
と
し
て
の
教
育
を
受
け
る
。
 「
神
国
日
本
の
優
秀
な
る
大
和
魂
を

持
っ
て
大
東
亜
戦
の
勝
抜
き
、

又
東
洋
平
和
の
た
め
な
ら
ば
な
ん
で
命
が

惜
し
か
ろ
う
と
軍
歌
も
唄
う
」
某
氏
も
私
も
日
本
の
民
は
国
策
の
は
や
り
 

ハ
ソ
テ
ソ
 

の
半
纏
「
国
民
服
・
軍
服
」
を
着
な
が
ら
御
国
の
音
頭
に
合
せ
ア
ジ

ア
の
 

国
々
の
舞
台
で
踊
り
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

某
氏
は
中
国
に
渡
り
第
二
期
「
入
営
し
て
六
ケ
月
」
 
の
猛特
訓
し

て
検
 

閲
も
終
り
何
ケ
月
か
目
の
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

ー
中
隊
長
は
こ
れ
迄
に
な
い
よ
う
な
、
気
合
の
入
っ
た
朝
の
訓
辞
で
あ
る
、
 

一
還
卒
者
の
将
校
も
下
士
官
も
何
に
や
ら
緊
張
さ
れ
て

い
る
、
目
的
地
に
着
 

、

、
 

く
と
古
参
将
校
が
訓
辞
と
訓
示
と
を
初
年
兵
に
あ
た
い
る
。
 

ー
 

．
ー
．
ー
 
‘
 
ー．
‘
 

,
'
 
'
.
 ．
‘』
 

へ
ー
 

今
日
ま
で
諸
君
の
訓
練
は
敵
と
戦
っ
て
勝
ち
た
め
で
あ
る
。
勝
ち
た
め

に
は
敵
を
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 こ
れ
ま
で
は
藁
人
形
を
突
き
刺
し

て
き

た
、
今
日
は
生
き
た
人
「
捕
虜
」
を
殺
、
の
で
あ
る
。
よ
く
指
導
者
の
号

令
に
従
え
目
的
を
全
う
．、
べ
し
。
 

某
氏
は
最
初
の
番
に
行
う
こ
と
に
な
り
横

一
列
に
並
び
前
方
を
見

る
と

日
の
丸
旗
が
振
り
下
げ
た
。
班
長
殿
は
軍
刀
を
抜
き
、
 
「
銃
を
構
え
前
進
」
 

計
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大
声
で
号
令
を
す
る
、
次
は
駆
け
足
、
次
は
止
ま
れ
、
 
「
伏
せ
」
前
方
五

十
メ
ー
タ
、
敵
散
兵
を
撃
て
ク
銃
を
撃
っ

4
1撃
っ
方
止
め
ク着
剣
ク
突
撃
用
 

」
号
突
撃

4突
込
め
の
号
令
の
あ
と
は
、

ワ
ア
ァ
ー
ワ
ア
ァ
ー
の
激
越
だ
け

で
無
我
夢
中
で
捕
虜
を
刺
し
殺
し
て
い
た
と
い
う
。
 

初
年
兵
の
刺
し
殺
吐
に
失
敗
し
た
捕
虜
は
即
刻
か
た
わ
ら
で
監
視
し
て

い
た
、
将
校
等

の
腰
の
軍
刀
が
閃
き

一
刀
の
も
と
に
首
は
刻
ら
れ
、
あ
る

も
の
は
真
向
か
ら
顔
ご
と
切
ら
れ
る
。
 

死
体
の
背
後
に
は
深
い
穴
が
掘
ら
れ
、
あ
と
始
末
の
た
め
だ
ろ
う
。
 こ

の
惨
酷
の
体
験
に
は
し
ば
ら
く
身
の
振
る
い
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
 

昭
和
十
九
年
に
入
り
南
方
前
戦
に
中
国
か
ら
の
日
本
軍
の
主
力
部
隊
の

派
遣
に
よ
り
中
国
前
戦
の
日
本
軍
の
弱
体
化
し
た
の
を
狙
い
、
米
空
軍
も

加
わ
り
、
し
だ
い
に
各
日
本
陣
地
が
攻
撃
さ
れ
る
に
至
り
、
何
か
大
き
な

作
戦
が
あ
り
う
る
と
噂
が
流
れ
始
め
る
よ
う
に
な
る
。
 

北
京
郊
外
に

い
た
彼
の
部
隊
も
各
地
で
戦
い
を
し
な
が
ら
前
進
し
た
と

い
わ
れ
る
。
 主
に
撃
合
い
戦
で
あ
り
ま
す
。
 頭
や
腹
を
射
抜
か
れ
た
戦
友
 

ス
サ
 

の
惨
死

の
整
理
に
当
る
度
び
に
、
明
日
は
我
が
身
と
思
う
と
、
心
も
荒
み

た
だ
鬼
畜
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
 

敗
戦
の
報
に
は
、
た
だ
空
し
さ
に
涙
が
流
れ
た
と
い
う
。
捕
虜
と
な
り

行
う
事
も
な
い
日
々
の
思
い
は
、
我
が
懐
し
き
里
に
帰
れ
る
だ
ろ
う
か
、
 

又
日
本
の
二
十
五
倍
分
あ
る
彪
大
な
中
国
と
戦
い
、
方
方
の
村
町
を
歩
き

至
る
所
で
、
 
「
前
五
世
紀
半
ば
ー
春
秋
時
代
」
の
儒
教
人
廟
あ
り
、
道
教

人
の
廟

「
道
観
と
も
い
う
」
あ
り
、
仏
教
人
の
寺
あ
り
、

こ
れ
ら
の
思
想
 
 

の
基
に
中
国
人
は
育
ち
日
本
人
も
又
江
戸
期
ま
で
中
国
の
文
化
を
学
び

明

治
維
新
、
政
治
改
革

を
し
西
洋
知
識
を
学
び
封
建
社
会
か
ら

近
代
社
会
 

（と
発
達
し
て
、
こ
の
現
象
を
文
明
開
化
と
云
う
。
近
代
社
会
と
進
む
日

本
に

（
一
八
六
六
ー
一
九

二
五
）
孫
文
、
中
国
革
命
の
父
、
日
本
の
志
士

た
ち
の
援
助
を
受
け
、
日
本
で
、
中
国
革
命
同
盟
会
を
組
織
。
 
（
一
八
八

〇
ー
一
九
四
二
）
陣
独
秀
、
中
国
共
産
党
の
創
始
者
の
ひ

と
り
、
日
本
に

留
学
し
て
い
る
。
 
（
一
八
八
一
ー
一
九
三
六
）
魯
迅
、
 一
九
〇
二
年
日
本

に
留
学
し
、
仙
台
の
医
専
に
学
ん
だ
。
 
「
阿
〇
正
伝
書
」
 
を残
し
た
。
 

（
一
八
九七
ー
一
九
四
八
）
周
仏
海
、
中
国
の
政
治
家
、
京
都
大
学
に

学
ん
だ
。
 （
一
八
八
「T
一
九
四
四
）
江
兆
銘
、
南
京
の
偽
の
国
民
政
府

の
主
席
、
新
日
派
の
領
袖
。
 日
本
の
名
古
屋
で
病
死
す
る
。
 

（
一
八
八七
ー
一
九
七
五
）
蒋
介
石
、
国
民
党
政
府
の
主
席
、
日
本
に

留
学
し
、
陸
軍
士
官
学
校
を
出
た
。
日
本
の
高
田
連
隊
に
勤
務
す
る
。
 

（
一
八
九
八ー
一
九
七
六
）
周
恩
来
、
日
本
に
留
学
し
た
。
 

右
の
中
国
の
偉
人
達
は
日
本
に
学
ぴ
中
国
の
近
代
化
を
進
め
た
人
々
で
あ

る
と
云
わ
れ
る
。
 

（
六
八
八ー
七
六
二
）
鑑
真
、
日
本
の
仏
教
の
開
祖
、
天
台
宗
を
学
び
、
 

唐
の
高
僧
で
あ
っ
た
が
、
日
本
渡
海
に
五
回
も
試
み
て
こ
と
ご
と
く
失
敗

さ
れ
、
六
回
目
に
、
阿
倍
仲
麻
呂
と
大
使
の
藤
原
清
河
等
は
第

一
船
と
、
 

鑑
真
ら
の
乗
船
第
二
船
は
ほ
ぼ
同
じ
く
沖
縄
に
着
く
が
そ
の
後
日
本
を
め

さ
す
四
船
の
う
ち
日
本
へ
着
け
た
の
は
二
、
三
、
四
の
船
で
仲
麻
呂
の
乗
っ

た
船
は
ベ
ト
ナ
ム
に
漂
着
、
 
一
命
は
と
り
と
め
苦
難
の
末
に
又
唐
の
都
に

戻
り
栄
進
さ
れ
た
が
七
十
三
才
で
死
去
さ
れ
る
。
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某
氏
は
中
国
の
前
線
に

い
た
時
分
の
こ
と
で
す
が
、
道
ぱ
た
の
店
で
絹

ご
し
ド
ウ
フ
を
売
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
兵
隊
た
ち
が
「
日
本
の
ド

ウ
フ

が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
」
と
い
っ
て
大
よ
ろ
こ
び
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
 

「
そ
う
い
え
ば
、
油
ア
ゲ
ま
で
あ
る
。」
と
奇
声
を
あ
げ

る
あ
り
さ
ま
な
の

で
、
 「
こ
と
は
も
と
も

と
シ
ナ
の
も
の
な
の
だ
。
だ
い
い
ち
、
ト
ウ
フ
と

い
う
言
葉
か
ら
し

て
シ
ナ
語
だ
し
、
ミ
ソ
で
も
お
茶
で
も
、

み
な
シ
ナ
の

も
の
だ
と
」
と
言
っ

て
、
先
輩
の
友
兵
が
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
 
「
き

さ
ま
、
日
本
を
バ

カ
に
す
る
か

ー
」
と
言
っ

て
ど
な
ら
れ
る
。
 

ふ
つ
う
の
人
は
ま
っ
た
く
日
本
古
来
の
も
の
だ
と
思
っ

て
疑
わ
な
い
ほ

ど
、
わ
れ
わ
れ
の
身
に

つ
い
て
し
ま
っ
た
輸
入
品
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
 
「
き
も
の
」
な
ど
、
世
界
に
誇
る
日
本
文
化
の
代
表
の

よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
も
と
は
大
陸
か
ら
き
た
衣
服
で
す
。
 

日
本
古
来
の
服
装
は
、

か
え
っ
て
今
の
洋
服
に
ち
か
い
、
頭
か
ら
か
ぷ

る
し
か
け
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
、
ズ
ボ
ソ
と
細
い
袖
の
上
着
だ
っ
た
の
で
す
。
 

そ
れ
が
、
奈
良
時
代
に

と
り
入
れ
た
大
陸
の
風
俗
が
、

だ
ん
だ
ん
に
転

化
し
て
、
今
日
の
着
物
に
な
り
ま
し
た
。
 

呉
の
国
か
ら
き
た
機
織
工

（
四
六
九
年
、
雄
略
天
皇
の
代
）
を
「
呉
織
」
 

と
い
い
ま
し
た
。
ー
そ
の
製
品
も
「
呉
織
」
で
あ
り
、
 
「
呉
服
」
 
とい
う

語
は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
き

て
い
る
の
で
す
。
 だ
か
ら
、
当
時
は
ぱ

り
ぱ
り
の
舶
来
ニ
ュ

ー
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
す
が
、
 だ
ん
だ
ん

に

「
呉
の
国
か
ら
き
た
、
外
来
の
」
 
とい
う
意
味
は
消
え
う
せ
て
、
呉
服

屋
と
い
え
ば
、
も
っ
と
も
日
本
的
な
感
じ

の
す
る
店
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
中
国
の
事
柄
は
戦
没
者
遺
族
会
の
役
員
を
、
な
が
ら
 
 

く
務
め
た
某
氏
が
遺
族
会
員

曙
に

慰
霊
祭
の
お
り
お
り
の
織
地
の
体
験

談
か
ら
の
部
分
を
抜
き
書
き
き
れ
母
れ
uだ
b
戦
死
者
の
霊
を
生
の
あ
る
限

り
祈
り
績
け
る
と
い
わ
れ
た
某
氏
も
故
人
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
 

×
津
軽
弁
 
村
の
笑
い
話
こ
 

よ
よ
 

「
ア
ク
タ
レ

婆
ァ

」
 

島
次
郎
ド
ゴ
ノ
灘
ァ
、
ロ
汚
な
く
嫁
い
び
りす
る

e
P、
村
人
か
ら

「
ア

ク
タ
レ
婆
ァ
」
 
と
陰
ロ
を
き
か
れて
い
た
。
 

嫁
が
少
し
で
も
気
にく
わ
ぬ
と
「
コ
ノ
ッ
、
 

存
ヌ
、
コ
ノ
ッ
」
 
と
、犬
呼
ば
わ
り
す
る

の
で
孫
の
長
五
郎
は
、
三
人
嫁
を
貰
っ
た

が
み
ん
な
逃
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

四
番
目
に
貰
っ
た
の
が
サ
ョ
だ
が
、
こ
、
 

れ
も
三
日
前
、
婆
に
い
び
ら
れ
、
実
家
に

帰
っ
て
い
た
の
を
、
長
五
郎
が
迎
え
に
行

き
、
や
っ
と
連
れ
戻
し
て
来
た
。
 

長
五
郎
「
婆
や
、
 イ
ヌ
ば
、
 つ
れ
て
き
た

じ
ゃ
」
 

婆
ァ
 
「
ナニ
ッ
イ
ヌ
ば
 
つ
れ
て
き
た
ァ
、
 

犬
タ
デ
デ
ラ
デ
バ
ナ
ァ
、
 二
匹
も
ナ
ニ
ス
ダ
バ
」
 

長
五
郎
「
サ
ョ
ば
、
 ヒ
デ
キ
タ
ヂ
ャ
、
 ナ
、
サ
ョ
ご
と
ば
、
 イ
ヌ
て
、
叱
る
 

ベ
セ
」
 

婆

7
 
「
ソ
ダナ
、
ョ
ク
、
 ク
ツ
ガ
レ
ネ
デ
、
ヒ
デ
キ
タ
ナ
ァ
」
 

（
森
 
平
）
 ×
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く
ろ
い
レ
紀
行
 

櫛
 

弓
 
八

千
代
 

平
成
十
年
七
月
十

二
日
、
朝
起
き
た
ら
快
晴
で
あ
る
。
あ
た
か
も
私
達

一
行
を
歓
迎
す
る
よ

う
な
青
空
に
心
が
浮
き
立
つ
。
時
は
参
議
院
議
員
選

挙
の
投
票
日
で
、
私
は

一
票
を
投
じ
て
か
ら
会
員
の
待
っ
バ

ス
へ
と
乗
り

込
ん
だ
。
 年
に

一
度
町
外
へ
の
史
跡
め
ぐ
り
で
あ
る
。
 

今
年
は
黒
石
方
面
と
き
ま
り
、
 一
に
も
二
に
も
見
た
い
所
が
あ
る
、
そ

し
て
私
が
青
森
か
ら
疎
開
し

て
十
三
年
間
移
り
住
ん
だ
土
地
で
も
あ
る
。
 

役
場
前
よ
り
黒
石
落
合
ホ
テ
ル
 
「ち
と
せ
屋
」
の
迎
え
の
バ
ス
で
出
発
、
 

ど
の
顔
も
久
し
ぷ
り
に
合
う
人
ば
か
り
で
話
が
弾
む
。
バ
ス
は
浪
岡
イ
ン

タ
ー
よ
り
高
速
道
路
へ

と
上
り
、
万
緑
の
風
を
車
中
よ
り
吸

い
な
が
ら
黒

石
市
街

へ
と
向
う
。
 国
道
百
二
号
線
は
私
の
ふ
る
里
で
あ
る
温
湯
へ
と
続

く
山
形
街
道
で
あ

る
。
 山
形
街
道
と
言
わ
れ
た
道
は
四
本
あ
り
、
そ
の
う

ち
黒
石
ー
蛾
虫
坂
ー
葛
川
の
道
が
、
 最
も
山
の
奥
ま
で
延
び
た
も
の
で
、
 

そ
の
昔
、
木
炭
、
献
上
わ
ら
び
運
搬
の
道
と
し
て
、
黒
石
温
泉
郷
の
街
道

へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
 

温
湯
は
帰
叡
り
に
見
る
こ
と
に
し
て
、
バ
ス
は
浅
瀬
石
川
添
い
に
走
る
o
 

か
つ
て
は
奇
岩
、
怪
岩
を
多
く
見
る
こ
と
の
出
来
る
絶
景
で
も
あ
っ
た
が
、
 

昭
和
五
十
年
の
豪
雨
に
よ
る
水
害
で
川
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。
 二
庄
内

地
区
の
沢
よ
り
溢
れ
た
鉄
砲
水
に
よ
っ
て
、
浅
瀬
石
川
流
域
の
橋
の
ほ
と
 
 

ん
ど
が
流
失
し
た
の
で
あ
る
。
 

実
家
か
ら
電
話
が
あ
り
私
も
す
ぐ
に
か
け
つ
け
て
見
た
ら
、
道
路
の
舗

装
が
飴
の
よ
う
に
捲
れ
あ
が
り
、

子
供
の
頃
よ
く
遊
ん
だ
吊
橋
が
影
も
形

も
な
か
っ
た
。
実
家
は
少
し
高
い
所
に
あ
っ
た
の
で
、
水
害
朴
は
ま
ぬ
が

れ
た
が
、
親
類
の
家
は
川
辺
り

に
あ
っ
た
の
で
二
階
ま
で
水
に
浸
っ
た
と

云
う
、
水
の
引
い
た
跡
は
と
行
っ
て
見
る
と
冷
蔵
庫
ゃ
、
下
駄
箱
の
中
に

は
泥
が
び
っ
し
り
詰
っ
た
状
態
で
、
水
の
恐
ろ
し
さ
が
ど
ん
な
も
の
か
を
、
 

私
は
始
め
て
知
ら
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
 

バ
ス
は
最
初
の
目
的
地
へ
着
く
。
東
北

一
高
い
と
云
う
渓
谷
に
架
け
ら

れ
た
城
ケ
倉
大
橋
は
車
を
降
り
て
散
策
し
た
。
 

新
緑
が
美
し
く
橋
よ
り
の
眺
め
も
最
高
で
あ
る
。
紅
葉
の
絵
巻
と
は
、
 

又
ひ
と
味
違
っ
た
景
色
に
大
満
足
で
、
木
々
の
色
も
萌
黄
色
か
ら
群
青
色

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
緑
の
濃
淡
が
す
ぱ
ら
し
い
。
 

橋
の
真
ん
中
に
立
ち
谷
底
を
見
る
と
、
何
か
小
さ
な
生
き
も
の
が
飛
ん

で
い
た
。
岩

つ
ぱ
め
だ
そ
う
で
あ
る
。
私
達
の
外
に
も
観
光
に
来
て
い
る

人
が
多
く
、
そ
の
岩
つ
ば
め
を
珍
し
そ
う
に
眺
め
て
い
た
。
 

梅
雨
晴
れ
や
墨
絵
ぼ
か
し
の
山
河
あ
り
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